
体験型環境学習施設の整備について 

【事業の目的】 

 地球規模の温暖化を背景に、国内では環境に対する学びへの需要が高まっている。

未来をつくる担い手である子どもたちと、子どもを支える人たちをターゲットに、

環境を体感して学べる施設を戸越公園内に設置する。

１ 立地場所 

  戸越公園内（豊町 2-1-30）

２ 施設のキャッチコピー  

  『つなぐ つづける つくりだす ~エコなミライへ~』

３ ターゲット 

  第１ターゲット：未来をつくる子どもたち 

  第２ターゲット：子どもを支える人たち

４ 外観コンセプト 

  「環境と未来」⇔「文化と歴史」をつなぐ

５ 施設の機能 

６ 建物規模 

  地上３階建て 延床面積 1850㎡（予定）

７ スケジュール 

平成 30(2018)年度  コンセプト検討 

平成 31(2019)年度～ プロポーザル、設計 

平成 32(2020)年度～ 工事 

平成 34(2022)年春  開設
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■戸越公園 近隣 文庫 森 育 豊  
自然を生かした環境学習

■区の中心地で区内の多様な施設をつなぎ
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2.施設のキャッチコピー

5.施設の機能4.外観コンセプト

子どもたちから、子どもたちに
とって最も身近で支える家族・
周りで支える学校や地域の
人々へと結びをつなげ、環境
行動  わ！」をつくりだす。

「点」から「面」へ―

子どもを支える人たち

未来をつくる子どもたち
第１ターゲット

第２ターゲット

戸越公園内
【所在地】豊町2‐1‐30

●木の設えをした建築
（間伐材利用 想定）
●屋上・壁面緑化
（建物温度上昇 抑制）
●瓦屋根の要素や建物の
色合 等 隣接  薬医門
（戸越公園全体） 調和

「環境と未来」⇔「文化と歴史」
をつなぐ

6.建物規模

延床面積：1,850㎡（予定）地上３階建て

●平成30(2018)年度 コンセプト検討
●平成31(2019)年度 プロポーザル、設計
●平成32(2020)年度 工事
●平成34(2022)年春 開設
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